
横浜市障害者施設等通所者交通費事業

制度改正 及び
請求システム説明会について

横浜市健康福祉局障害福祉課
平成28年8月



本日の説明内容

１．制度の概要

２．制度改正の内容について

３．請求事務の流れについて

４．制度改正のスケジュール等

５．その他
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１ 制度の概要

横浜市通所者交通費助成事業とは ～その１～

横浜市在住の障害者等が施設等へ通所する際に必要な
交通費及び送迎介助者が送迎に必要な交通費について、
その一部を助成することにより経済的負担を軽減し、障害
者等の社会参加の促進を図ることを目的としています。

年度 Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

請求施設 540 572 611 654 673

障害者本人（人） 5,481 5,734 5,812 6,109 6,420

送迎介助者（人） 511 501 488 550 539

◆助成実績（前・後半期の平均）
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１ 制度の概要

横浜市通所者交通費助成事業とは ～その２～

◆対象者

横浜市内に居住する15歳以上の
障害者施設等通所者 及び 送迎介助者で、
公共交通機関（電車・バス） 又は 自家用車（四輪）を
利用している者

http://ord.yahoo.co.jp/o/image/SIG=11pu9kapk/EXP=1373507255;_ylt=A3JuMEY3vdxRETUApKKU3uV7/*-http%3A/business.artkoni.net/ac3-2.jpg
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１ 制度の概要

横浜市通所者交通費助成事業とは ～その３～

◆対象事業

 障害福祉サービス（生活介護、自立訓練、就労移行支
援、就労継続支援）

 地域作業所、地域活動支援センター ※１

 就労支援施設※２

 精神科デイ・ケア、精神科ショート・ケア、
精神科ナイト・ケア、精神科デイ・ナイト・ケア※３

※1 市外に設置された類似の事業を含む。
ただし、横浜市精神障害者生活支援センター等は除く。

※2 横浜市総合リハビリテーションセンターに設置するものに限る
※3 生活保護受給者は除く
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２ 制度改正の内容について

現制度の課題

 日々の通所実態（通所経路や介助者の状況）の把握が困難

 各交通機関の障害者割引適用等を考慮した運賃計算が必要

 手帳の取得や他制度の利用等の随時の状況把握が困難

 特別乗車券（福祉パス）等の所持状況の把握が困難

■市費の増加

■請求の事務負担が大きい

 対象者増加に伴う事業費の増

■複雑な制度
 煩雑な算出方法による助成金額（わかりづらい助成金額）
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２ 制度改正の内容について

主な改正点

① 請求手順の変更（助成単価の事前決定）

③ インターネットを介したシステムの導入

② 助成金額の見直し

一人一人の通所片道1回あたりの助成単価及び上限額を、事前に
申請・決定する手順を導入。

運賃経路計算や請求書類の生成等が可能な、インターネットを介し
た市独自システムを導入。

実際の通所手段に関わらず、助成金額は、「助成単価×通所回数」
と「６か月定期券代」との比較により算出。また、福祉特別乗車券及
び敬老特別乗車証の交付対象者は、その取得の有無に関わらず、
乗車券等の利用が可能な交通機関の運賃について、助成対象外と
する見直しを実施。
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２ 制度改正の内容について

改正点① 請求手順の変更

「助成単価×通所回数」と
「上限額（６か月定期券代）」
との比較のみ

通所開始時
（利用者毎に初回のみ）

「通所片道１回当たりの助成単価」
「上限金額（６か月定期券代）」
をシステムを通じて事前決定

請求時
（半年毎）
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２ 制度改正の内容について

請求手順（通所開始時） ～その１～

通所開始時
（利用者毎に初回のみ）

主な通所手段・経路

住所

対象者

生年月日

手帳情報 生活保護

送迎介助者の状況

通所施設

確認・審査

通所経路の妥当性
（経済性、合理性）

住所・手帳情報等の正誤

＜請求システム＞

運賃計算（割引等適用）

横浜市

単
価
決
定

申
請

主な通所手段及び経路一つ（原則）を基に、事前に

施設からシステムを通じて単価決定申請を行う
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２ 制度改正の内容について

請求手順（通所開始時） ～その２～

通所開始時
（利用者毎に初回のみ）

単
価
決
定

横浜市で、「通所片道１回あたりの助成単価（割引等反

映した運賃）」及び（公共交通機関利用の場合）「上限額

（割引等反映した６か月定期券）」をシステムにて決定

横浜市通所施設

通所片道１回当たりの
助成単価

対象者

上限金額
（６か月定期券代）

公共交通機関利用の場合

事前決定
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２ 制度改正の内容について

主な通所手段・経路の申請について ～その１～
～助成単価と上限金額の決定（単価決定）～

主な居住地 通所施設

横浜市は、経済性（金額）や合理性（速さや利便性など。障害状況も加味）の観点
で、妥当な通所経路か確認を行います。障害ゆえに、通常考えられる経路とは大
きく異なった経路（遠回りする場合など）の場合には、理由の記載が必要です。

通所者は、通所開始後速やかに、「主な居住地」から「通所施設」

までの間の、主に利用する通所手段及び通所経路、送迎介助者

の有無を事前に申請します。

※複数の通所状況が想定されたとしても、主に予定される状況原則１つを申請

一つの経路

主な通所手段・経路 （事前申請）
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２ 制度改正の内容について

主な通所手段・経路の申請について ～その２～
～助成単価と上限金額の決定（単価決定）～

主な通所手段・経路 （事前申請）

主な居住地 通所施設

生活している日数が大半を占めてお
り、生活の拠点となっている場所
◆ 自宅
◆ グループホーム など

※住民票の住所と異なる場合は、申
請時に、居住実態が確認出来る書類
（公共料金の領収書等）の提出が別
途必要になります。

途中から施設送迎を
行う場合は、送迎ポイ
ントまでの経路となり
ます。

雨の日などで、稀に自
家用車で通所する日が
あっても、主な通所手段
が電車であれば、通所
経路は電車での申請に
なります。

一つの経路
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２ 制度改正の内容について

申請経路の変更について

（例） ・ 通所者の手帳状況が変わったとき （ 新たに手帳を取得した時、

手帳の等級が変わった時、手帳が廃止となった時 など ）

・ 通所者の主な居住地が変わったとき （ 引っ越しした時 など ）

・ 主な通所経路が変わったとき

（ 主に利用する交通機関が変わったとき など ）

・ 送迎介助者の主な付添い状況が変わったとき

（ 送迎介助者が付き添いが必要（不要）になったとき など ）

通所者の障害状況や主な通所状況が変わった場合には、

改めて「単価決定」の申請（変更申請）が必要になります。

※ 通所者の住所・手帳情報等の更新の有無について、横浜市でも定期的

（年間２回程度を予定）に確認を行い、情報等の更新があれば施設等に連絡

を行うことがあります。
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２ 制度改正の内容について

請求手順（請求時）

請
求

通所施設 横浜市

請求時
（半年毎）

通所片道１回当たりの
助成単価

上限金額
（６か月定期券代）

通所回数×

比較

事前決定

対象者の実際の通所手段や経路は問わず、

「通所回数×助成単価」と「上限金額」を比較し、

安価な額を請求（システムにて計算）

公共交通機関利用の場合

対象者
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２ 制度改正の内容について

請求時における「通所回数」のカウント方法

・ 短期入所（ショートステイ）先や実家から通所した日があった

・ 企業内実習で、通所施設に寄らない日があった

・ 普段は使っていない電車やバスで通った日があった

・ 帰り際に病院へ通院した日があった

・ 介護タクシーで通所した日があった など

通所回数

実際の通所手段や通所経路を問わず、通所した回数（片

道を１回）をカウントします。

片道回数
１回とカウント

・施設の送迎車で通所した日があった
助成

対象外

※上記通所の状況が常態化した場合には、通所手段や経路
の変更申請が必要です。



上限金額
（６か月定期券代）

＜対象者＞
障害者割引適用後
の６か月定期券代

＜送迎介助者＞
通常の６か月定期
券代
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２ 制度改正の内容について

改正点② 助成金額の見直し（公共交通機関）

■主に公共交通機関（電車・バス）を利用する場合

通所片道１回当たりの
助成単価

通所回数×

い
ず
れ
か
低
い

金
額
を
助
成

＜対象者＞
障害者割引適用後の
通所片道1回あたりの
運賃
＜送迎介助者＞
送迎を行った片道1回
の通常運賃の1.5倍

＜対象者＞
通所した回数
（片道を1回と換算）

＜送迎介助者＞
送迎を行った回数
（付添いを行った片道
1回の回数を換算）

申請された主な通所手段や経路（経済性と合理性を考慮）により決定される「通所

片道１回当たりの助成単価」及び「上限金額」、実際の「通所回数」をもとに算出。
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２ 制度改正の内容について

福祉パス等交付対象者の助成金額 ～その１～

福祉特別乗車券 又は 敬老特別乗車証の取得要件を

満たす方は、その取得の有無に関わらず、乗車券等の

利用が可能な交通機関（市営地下鉄、市内を運行する

バス、シーサイドライン）の運賃については、助成対象外

とします。

■福祉パス等交付対象者の助成金額見直し
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２ 制度改正の内容について

■福祉パス等交付対象者の助成金額見直し

福祉特別乗車券
（福祉パス）

 身体障害者手帳１～４級

 愛の手帳Ａ１～Ｂ２（判定書含む）

 精神障害者保健福祉手帳１～３級

敬老特別乗車証
（敬老パス）

 70歳以上の市民

福祉パス等交付対象者

福祉パス等の利用
可能な交通機関

 市営地下鉄

 市内を運行するバス

 シーサイドライン

助成対象外

実際の取得に関わらず

福祉パス等交付対象者の助成金額 ～その２～
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２ 制度改正の内容について

改正点② 助成金額の見直し（自家用車）

■主に自家用車（四輪）を利用する場合

居住地から施設等の最短経路
距離1㎞につき20円
（ 1㎞未満切上げ）

通所片道１回当たりの
助成単価

通所回数×

通所した回数

※障害の状況から、自家用車以外の通所手段がない場合に限る

居住地から施設等の最短経路により決定される「通所片道１回当たりの助成単価」

及び実際の「通所回数」をもとに算出。
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２ 制度改正の内容について

改正点③ インターネットを介したシステムの導入

インターネットを介した運賃経路計算が可能な市独自
システム（通所交通費システム）を利用して、単価決定
申請を行います。
また、請求時には、通所交通費システムで片道通所回

数のみを入力することにより請求書が自動作成されます。

■横浜市独自システムを介した請求

■請求期間の変更
通常の請求期間を10日間延長します。
 4月～9月通所分（前半期分）・・・10月1日～20日（消印有効）

 10月～3月通所分（後半期分）・・・4月1日～20日（消印有効）
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２ 制度改正の内容について

通所交通費システム ～その１～

■通所交通費システムとは
インターネットを経由して、助成対象となる単価の申請・決定、決定さ

れた申請単価による請求書の作成を行うシステムです

■通所交通費システムで可能なこと

 申請経路にかかる助成単価を自動計算

（乗換案内及び地図ソフトと連携して、運賃や経路等を自動計算）

 インターネットを経由した助成単価の申請・決定及び請求書作成

 過去の助成単価及び請求情報の管理機能

 各種帳票の出力

 市が所持する個人情報（住所、手帳情報等）との照合【横浜市のみ】

 申請経路と最早経路との運賃比較【横浜市のみ】
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２ 制度改正の内容について

通所交通費システム ～その２～

■通所交通費システム使用に必要な準備

パソコン、プリンター、インターネット環境

※システムを使用可能なパソコンは、

セキュリティ確保のため、１施設２台までとなります。

（システムを使用するパソコンについては、

施設登録時に横浜市へ申告する必要があります。）

また、システム使用にあたっては、通所交通費システムに

ログインする為のソフトウェアをダウンロードする必要があります。
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２ 制度改正の内容について

通所交通費システム ～その３～

■システム利用にあたってのPC推奨環境

端末（OS） Microsoft Windows7 以降

ブラウザ Internet Explorer 9.0 以降

その他 アドビシステムズ社 Adobe Reader
※上記の推奨環境については、

横浜市において、正常に動作することを確認しています。



23

２ 制度改正の内容について

通所交通費システム ～その４～

■システム オンライン稼働時間

365日 8:00～21:00

■その他

本システムは、下記基準に則り構築しています。

 横浜市インターネット情報受発信ガイドライン

 Web アプリケーションの作成基準

 Web アプリケーションの脆弱性チェックリスト

 個人情報を記録したシステムにおける端末機によるデータの更新、

検索等の操作の記録に関する要綱（アクセスログ要綱）

 地方公共団体情報システム機構 セキュリティ診断
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３ 請求事務の流れについて

請求事務全体の流れ

１．施設登録（１回のみ） ①施設登録情報提出（電子メール）

②ログインＩＤ・パスワード連絡（郵送）

２．助成単価の決定（利用者毎に初回のみ）

①通所経路情報、委任状提出

③申請情報を印刷し、利用者に確認

②単価決定申請（システム）

④助成単価決定（システム）

３．請求（半年毎）
①請求情報入力・請求書印刷（システム）

②請求書・委任状提出（郵送）

③交通費支払④交通費支払

⑤支払台帳に受領印押印

⑤決定単価を印刷し、利用者に確認
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３ 請求事務の流れについて

１．施設登録

１．施設登録（１回のみ） ①施設登録情報提出（電子メール）

②ログインＩＤ・パスワード連絡（郵送）

２．助成単価の決定（利用者毎に初回のみ）

①通所経路情報、委任状提出

③申請情報を印刷し、利用者に確認

②単価決定申請（システム）

④助成単価決定（システム）

３．請求（半年毎）
①請求情報入力・請求書印刷（システム）

②請求書・委任状提出（郵送）

③交通費支払④交通費支払

⑤支払台帳に受領印押印

⑤決定単価を印刷し、利用者に確認
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１．施設登録

◆施設登録とは

請求事務を行う施設のみが通所交通費システムを利用で
きるようにするための事前登録。
本登録は施設ごとに初回の１回のみ必要。ただし、登録

内容に変更があった際には適宜施設情報の変更が必要。

３ 請求事務の流れについて
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１．施設登録

①施設登録情報提出（電子メール）

28年10月中旬頃にメーリングリスト等で配布する施設登
録申請書に必要事項を記載し、可能な限り11月４日（金）ま
でに横浜市に電子メールで提出。（28 .11以降は随時、市
HPからダウンロードして提出）
■主な記載事項
・施設名 ・所在地 ・電話番号 ・施設等長名
・交通費振り込み先口座情報
・施設で使用するパソコンのＭＡＣ（マック）アドレス（※）等

ＭＡＣアドレスとは、パソコン１台１台に割り当てられている固有の番号。通所交通費シス
テムは、セキュリティ向上のため、あらかじめ登録したＭＡＣアドレスのパソコンからしかロ
グインできない。
ＭＡＣアドレスの確認方法については、施設登録申請書の配付時にご案内予定。

※

３ 請求事務の流れについて
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１．施設登録

①施設登録情報提出（電子メール）

３ 請求事務の流れについて

 登録内容に変更があった場合には、施設情報の変更作
業が必要。変更作業は通所交通費システム上で施設が
行いますが、施設住所、ＭＡＣアドレス等、項目によって
は横浜市への変更申請（電子メール）が必要。

 交通費振り込み先の施設口座は最大で５口座登録可能。
施設の口座がない、施設の口座は利用できない等、事
情がある場合には、横浜市通所交通費担当まで。
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３ 請求事務の流れについて

１．施設登録

②ログインＩＤ・パスワード連絡（郵送）

施設登録申請書の記載内容に基づき、横浜市でシステム
上に施設登録を行い、11月中旬を目途に、横浜市から各施
設にログインＩＤ・パスワードを配布。
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３ 請求事務の流れについて

２．助成単価の決定

１．施設登録（１回のみ） ①施設登録情報提出（電子メール）

②ログインＩＤ・パスワード連絡（郵送）

２．助成単価の決定（利用者毎に初回のみ）

①通所経路情報、委任状提出

③申請情報を印刷し、利用者に確認

②単価決定申請（システム）

④助成単価決定（システム）

３．請求（半年毎）
①請求情報入力・請求書印刷（システム）

②請求書・委任状提出（郵送）

③交通費支払④交通費支払

⑤支払台帳に受領印押印

⑤決定単価を印刷し、利用者に確認
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①通所経路情報、委任状（個人情報の同意含む）提出

通所を開始した利用者について、利用者から通所経路情報を
把握するとともに、利用者から委任状を提出（押印）してもらう。

３ 請求事務の流れについて

２．助成単価の決定

通所経路情報
氏名、住所、障害者手帳の所持状況、利用している駅・バス停等。
（参考様式については本市ホームページからダウンロード。
（H28.11月下旬以降））

委任状

請求事務の施設への委任及び手帳の所持状況等、個人情報を
市が確認することへの同意を表す文書。
（様式は本市ホームページからダウンロード。（H28.11月下旬以
降））

委任状についてはこれまで通り年度に１回提出が必要。※
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②単価決定申請（システム）

通所経路情報をもとに、通所開始月の翌月20日までを目
途にシステムで助成単価を申請。
■主な入力内容
・利用者の個人情報
（氏名、生年月日、住所、障害者手帳情報等）

・利用している駅名・バス停名等

申請単価については、障害割引等を考慮した、片道１回
分の単価及び６カ月上限金額（６カ月定期代金）をシステム
が自動で算出。

３ 請求事務の流れについて

２．助成単価の決定

紙の申請書を横浜市に提出する必要はありません。※
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３ 請求事務の流れについて

２．助成単価の決定

②単価決定申請（システム）

①利用者の氏名、生年月日、住所、
手帳情報等を入力。

②「確認」ボタンをクリック。
※現在システム構築中のため、運用開始後の実際
の画面とは異なります。
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３ 請求事務の流れについて

２．助成単価の決定

②単価決定申請（システム）

③通所の際に利用する交通機関順に駅名、バス停
名を入力。（途中まで入力すると候補となる駅
名・バス停名が表示されるため、候補の中から
選択）

④「単価計算」ボタンをクリック。
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３ 請求事務の流れについて

２．助成単価の決定

②単価決定申請（システム）

⑤障害割引等を考慮した、片道１回分の単価及び６カ
月上限金額（６カ月定期代金）を自動で算出。

⑥「申請内容決定」ボタンをク
リックし、単価申請完了（申
請情報が横浜市に送信）。
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③申請情報を印刷し、利用者に確認

通所交通費システムから申請情報を印刷し、申請内容
（個人情報及び通所経路）に誤りがないかを利用者に確認。
申請内容に誤りがあった場合には、システム上で申請内容
を修正し、再申請。
また、印刷した申請情報には助成単価が表示されていま

すが、申請内容に誤りがあると、横浜市で審査・決定後の
単価は申請時点と金額が変わる可能性があるので要注意。

３ 請求事務の流れについて

２．助成単価の決定

前ページの「申請内容決定」ボタンをクリックすると、申請情報印刷画面が表示
されます。

※
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④助成単価決定（システム）

３ 請求事務の流れについて

２．助成単価の決定

毎月20日までに受け付けた単価申請情報を月末に横浜
市が審査し、翌月初に決定単価をシステム上に表示。
申請内容に誤りがあった場合、申請時点の単価と決定単

価は金額が異なる可能性があるため、申請単価と決定単
価が異なっている方がいないかシステムで確認してください。

申請された情報で利用者を特定できない（氏名、生年月日、住所等に大きな誤
りがある）等の場合は、申請情報を差し戻すことがあります。

※
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⑤決定単価を印刷し、利用者に確認

３ 請求事務の流れについて

２．助成単価の決定

申請単価と決定単価が異なっている利用者については、
システム画面を印刷し、決定単価を利用者に伝えてください。
（申請単価と決定単価が等しい利用者については、申請時
点で利用者に確認しているため、決定後に再確認する必要
はありません。）
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３ 請求事務の流れについて

３．請求

１．施設登録（１回のみ） ①施設登録情報提出（電子メール）

②ログインＩＤ・パスワード連絡（郵送）

２．助成単価の決定（利用者毎に初回のみ）

①通所経路情報、委任状提出

③申請情報を印刷し、利用者に確認

②単価決定申請（システム）

④助成単価決定（システム）

３．請求（半年毎）
①請求情報入力・請求書印刷（システム）

②請求書・委任状提出（郵送）

③交通費支払④交通費支払

⑤支払台帳に受領印押印

⑤決定単価を印刷し、利用者に確認
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①請求情報入力・請求書印刷（システム）

３ 請求事務の流れについて

３．請求

通所交通費システムに請求情報を入力し、請求書を印刷。
主な入力内容は、利用者毎の通所回数等。利用者ごと及

び合計の請求金額については、通所交通費システムが自
動で計算。
請求情報の入力については、前半期分（４月１日～９月30

日通所分）を、10月１日～10月20日に、後半期分（10月１
日～３月31日通所分）を、４月１日～４月20日に行う。
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①請求情報入力・請求書印刷（システム）

３ 請求事務の流れについて

３．請求

①事前に単価決定した方の中から、今回請求する方をチェックし、「取込
み」ボタンをクリック。
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①請求情報入力・請求書印刷（システム）

３ 請求事務の流れについて

３．請求

②半年間の各月の片道通所回数（本人
及び介助者）を入力。

③利用者全員分の通所回数入力後、「請
求金額計算」ボタンをクリック。



①請求情報入力・請求書印刷（システム）

３ 請求事務の流れについて

３．請求

④「助成単価×片道通所回数」と「６
カ月定期代金」を比較し、利用者毎
及び合計の請求額を自動で算出。

⑤「請求情報確定」ボタンをクリック。

④「助成単価×片道通所回数」と「６
カ月定期代金」を比較し、利用者毎
及び合計の請求額を自動で算出。
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①請求情報入力・請求書印刷（システム）

３ 請求事務の流れについて

３．請求

44

「請求情報確定」ボタンクリック後に表示される請求書印
刷画面で、請求書及び内訳書を印刷。
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②請求書・委任状提出（郵送）

３ 請求事務の流れについて

３．請求

印刷した請求書に代表者印を押印し、委任状（コピー）と
一緒に横浜市に郵送。（委任状（コピー）の提出はこれまで
通り年度に１回）
横浜市は届いた請求書の審査を行い、押印漏れ等あった

場合には施設に連絡します。その際には、施設は必要に応
じて修正版の請求書を横浜市に再提出してください。

委任状の原本は施設で保管（５年間）。※
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③交通費支払

３ 請求事務の流れについて

３．請求

請求書に記載の金額を、横浜市から各施設の口座に振り
込みます。また、通所交通費システムで各口座への振り込
み予定日の確認が可能です。（確認できるようになるのは
上半期分は11月中旬、下半期分は５月中旬が目途です）

１
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④交通費支払 ～ ⑤支払台帳に受領印押印

３ 請求事務の流れについて

３．請求

横浜市から振り込みのあった交通費を各利用者に渡し、
支払台帳に支払年月日を記入し、受領印の押印を受けてく
ださい。支払台帳については、助成金の支払状況を明らか
にするために、施設で５年間保存。
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３ 請求事務の流れについて

４．月間・年間スケジュール

時期 利用者 施設 横浜市

4月1日 ①通所開始

４月２日
～５月20日

②通所経路連絡、委
任状提出

③単価申請入力

④申請情報印刷

⑤申請情報を確認

５月21日
～５月末

⑥単価申請情報審
査・単価決定

６月初～

⑦決定単価を確認

（⑧決定単価情報印刷）

（⑨決定単価を確認）

例）４月１日に通所開始した場合 単価申請



49

３ 請求事務の流れについて

４．月間・年間スケジュール

時期 利用者 施設 横浜市

10月１日
～10月20日
（消印有効）

⑩請求情報入力

⑪請求書印刷・押印

⑫請求書・委任状を市に
郵送

10月21日
～11月末

⑬請求書の審査

⑭交通費支払

請求

単価申請入力は通所開始月の翌月20日までを目途に行っていただきますが、
３月及び９月に通所を開始した方については、それぞれ４月10日及び10月10日
が申請期限となります。（４月20日及び10月20日までに請求入力を行う必要が
あるため）
なお、単価申請及び請求が間に合わなかった場合も一定期間は遡って単価申
請・請求が可能。

※
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４ 制度改正のスケジュール等

本日 （8月3日、8日） 制度改正説明会

平成28年10月1日～ 新制度運用開始

平成28年10月中旬～
施設登録申請の案内（メーリングリスト又は郵
送）及び申請受付開始（Ｅメール）

平成28年11月中旬～
ログインＩＤ及びパスワード配布（郵送）
システム操作マニュアル配布（メール等で送付）

平成28年12月1日～ 単価申請入力開始（通所交通費システム）

平成28年12月1日～28日 通所交通費システム ヘルプデスクの開設

平成29年4月1日～ 請求情報入力開始（通所交通費システム）

１．H28 制度改正スケジュール
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４ 制度改正のスケジュール等

２．改正の周知について

配布した利用者向けチラシ等（ＨＰからもダウンロード可）
をご活用いただき、施設等から通所者へ周知をお願い致し
ます。
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５ その他

１．提出期限を過ぎた請求について（請求期間）

請求対象期間 通常の提出期限 最終提出期限

4月1日から9月30日の通所分
（前半期通所分）

【例：平成29年度 前半期分の場合】

当該年度の
10月1日～20日
【平成29年

10月1日～20日】

翌年度の
9月末日まで

【平成30年9月末】

10月1日から3月31日の通所分
（後半期通所分）

【例：平成29年度 後半期分の場合】

翌年度の
4月1日～20日
【平成30年

4月1日～20日】

翌年度の
3月末日まで

【平成31年3月末】

◆請求期間

※「通常の提出期限」を過ぎた請求は、通常の請求書類に加えて、

提出が遅れた旨の理由を記載する『遅延理由書』の提出が必要です。
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５ その他

１．提出期限を過ぎた請求について（請求方法）

 「通常の提出期限」を過ぎた請求があった場合

 「通常の提出期限」を過ぎて、請求の金額誤り等が発覚した場合

・通所回数の記載を誤った。

・他の制度により交通費の支給を受けていた。

・通所者が死亡したため、交通費を渡すことが出来ない。 など

例）

通所交通費システムにて追加請求書を作成して、郵送

追加の請求が必要な場合

市への返還が必要な場合

返還報告書（システム外）に、通所交通費システムにて作成
した追加請求書（0円）を添付して、郵送

※平成28年9月以前の通所分の遡及請求は、従前どおり紙での請求（シス
テム外）となります。
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